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  永光寺勝蓮峰に円通院を建立。祖忍尼 初代住持とし、母 念持仏の十一面観音


























         七月七日
　　


































える。さらに檀信徒の帰依も、この時点では望めな というの ある。しかし、定賢律師の希望もあるので住持興行すべし、というも 僧堂開堂 前年にしてかなり消極的な内容　
こうした記述の背景を瑩山禅師の思いとするのではなく、明峰派（永光寺派）の恣意的な後世の加筆資料と見る佐

































































































































その優れた弟子は「四門人六兄弟」のみである。このように両禅師が優秀な人材の育成に努めたことは言うまでもなが、 数において 、峨山禅師が特筆される。これほど 人材育成に努めた禅者は、江戸期の祖師まで時代が降らなければならないのである　
さて、二十五哲の根拠であるが、これは判然としない。おそら 、先に挙げ 『蔭凉軒日録』長享二年














































































































































































































































       　


























































































































































































































は、十年以上にわたり伝燈院・五老峰・円通院などを含めた伽藍 整備 努めてきた寺院である。そ 思いの強さ











































             康安二〈壬寅〉（一三六二）二月九日





































が短くなり、三ヶ月・二ヶ月の間に住持が入れ替わるという時代が続く。この時代になると、總持寺の継続的管理や法要の伝承は次に述べ 五院の住持 もしくは山内の寺院が補完的に機能していたと思われ が この段階までは「輪住」という意識、つまり住持一人で寺を治めるという制度 継続していたと思われる。　
第三は、永正四年（一五〇七）五月に一ヶ月の間に三名 上山者が記録され、永正八年（一五 一）七月三十日に
は、同日に二名 上山者が記録される。これ以降は、複数住持 段階である。さらに永正十年（一五一三）には、年間で三二名の上山者 記録される。つまり、永正年 より同一 に複数の上山を認め れ 「転衣」の資格を得るための形式的住持 制度、後に「瑞世」とな 形式へと変容し定着して ったと考えら 。　
このように名誉職として輪住制度が次第に形骸化したが、内外への権威付けの めには有効に機能 ことは間違い
ない。また、後に永平寺 おいても が行われるようになるが、これが両本山を経済的に支える ととなった。　
なお、輪住制度は、交代で住持職に就くことであり、転衣の制度と 本来関係がない。転衣 元々の意味は、それ
までの黒色の袈裟を色衣 転ずることで、この制度自体は各宗共通に見られる。そのため、その資格や時期・条件に関しては、各宗が独自に定めるものである。




















































































   合計
　
一〇四六五ヵ寺
   
    その他、可睡斎・龍穩寺・総寧寺・大中寺末・了庵派・月江派・無着派・無底派など
　　　
〔＊永平寺系、八七三ヵ寺〕





















































































































































































































以上、峨山禅師の業績を列記した。先行研究を とめただけな で、十分 史料を挙げず、感想文のような箇所も
























































      　　　





























































































    　　 　　　　 　 　　　　
明峰、脱落の問答で悟道し、 の印可を受く。
嘉元二年（一三〇四）



























    　　　　　　　　　　　　　　
五月、瑩山禅師 定賢より、諸嶽寺観音堂 。









    　
正月十一日、覚明が瑩山禅師と問答を行い、峨山・明峰一転語。
    　　　　　
    　　　
五月十六日、永光寺首座、大衆二十名 總持寺僧堂の開 式。
    　　
二十九日、總持寺僧堂開単式を行う。
    　　 　　　













    　　　　　　　
八月 日 、明峰に永光寺 譲る。



































    　　　　　　　　　　　　　　
（一説には、暦応元年十二月）
    　　
三月六日、足利尊氏 若部保の地頭職を永光 寄進 る。
    　　 　　　　　　　　　　
三月十一日、永平寺、盗賊の乱入により炎上す。
    　　 　
六月十七日、吉見頼隆 仏舎利一粒を永光寺に寄せる。
















































































































十月二十日、示寂。（異説に、貞治四年 月二十 説。同年十月二 四日説。
　　 　
貞治二年十月二十日説あり）
    　　　　　　　　　　　　　　
十月二十六日、遺物 分配す。































納冨常天『總持寺と曹洞宗の発展―鶴見御移転百周年に因んで―』（総和会宮城県支部・平成二二年四月）船岡誠「峨山韶碩の歴史的位置」『美濃国今須明応寺史』（同朋舎出版・平成七年一〇月）広瀬良弘『禅宗地方展開史の研究』（吉川 文館・昭和六三 一二月）松田陽志『峨山和尚 雲海月』「解説」『訓註曹洞宗禅語録全書 中世篇三（四季社・平成 六年八月）
 
門前町史編さん専門委員会『新修門前町史 「資料編２・総 」（石川県門前町・平成一六 三月）山口正章「続・雪泥鴻爪
　
知られざる禅門の逸話―峨山韶碩禅師の慕古心―」（一八）最終回（『跳龍』六〇九・平成一三年一二月）
 
山口正章「峨山韶碩禅師と明峰素哲禅師」（四回）（ 跳龍』七四七～七五〇・平成二六年六月～九・一〇山端昭道
 「峨山禅師と大本山總持寺」『曹洞宗教義法話大系』六（同朋舎出版・平成二年六月）
拙稿「両箇の月―峨山禅師物語―」（一六回）（ 跳龍』七二三～七三八・平成二四年四月～二五 八
